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三
〇
身
器
一
お
額
｝
一
鉛
o
●

O
・
チ
ス
チ
ヤ
ー
コ
フ
著

　
　
『
ソ
連
邦
形
成
以
前
の

　
　
　
　
　
諸
ソ
ヴ
エ
ト
共
和
國
相
互
の
關
係
』

　
購
入
の
襲
注
を
し
て
後
久
L
く
し
て
か
ら
、
す
な
わ
ち
昨
年
末
に
「
ソ
蓮
邦

形
成
以
前
の
諸
ソ
ヴ
エ
ト
共
和
國
相
互
の
關
係
」
と
題
し
た
チ
ス
チ
ヤ
ー
コ
フ

の
著
書
を
手
に
入
れ
た
が
、
入
手
し
た
本
書
の
裏
付
に
は
一
九
五
五
年
九
月
に

組
版
同
年
一
二
月
に
上
梓
と
記
さ
れ
て
い
る
の
て
、
こ
れ
を
新
刊
書
紹
介
と
し

て
取
上
け
ノ
・
こ
と
は
い
さ
さ
か
當
を
得
て
い
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
L
か
し
同

種
の
研
究
書
が
最
近
の
ソ
蓮
に
お
い
て
は
比
較
的
稀
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
　
　
　
（
四
四
二
）

た
本
書
が
ス
タ
ー
リ
ソ
批
判
の
な
さ
れ
た
一
九
五
六
年
の
第
二
〇
同
裳
大
會
あ

る
い
は
ボ
ス
ナ
ン
、
ブ
タ
ペ
ス
ト
の
反
ソ
暴
動
に
先
立
つ
て
刊
行
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
考
え
合
せ
て
本
書
の
紹
介
を
思
い
た
つ
た
。

　
序
論
　
ま
ず
著
者
は
、
ロ
シ
ア
の
被
抑
墜
民
族
の
解
放
は
地
主
・
ブ
ル
ジ
ョ

ア
的
な
階
級
基
盤
の
上
に
立
つ
ツ
ァ
i
槽
力
の
打
倒
す
な
わ
ち
プ
・
レ
タ
リ
ア

革
命
を
お
い
て
あ
り
得
な
い
し
、
「
ま
た
蓮
に
わ
が
國
で
肚
會
主
義
革
命
が
成
功

す
る
た
め
に
は
、
ツ
ァ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
つ
て
抑
屋
さ
れ
た
人
民
の
民
族
解
放
蓮

動
の
よ
う
な
有
力
な
同
盟
者
を
プ
・
レ
タ
リ
ア
革
命
の
側
に
引
寄
せ
る
こ
と
が

必
要
」
（
三
頁
）
で
あ
る
と
い
う
状
況
分
析
、
い
い
か
え
る
と
民
族
問
題
は
プ
p

レ
タ
リ
ア
革
命
乃
至
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
濁
裁
と
い
う
一
般
的
な
問
題
の
一
部
で

あ
る
と
い
う
認
識
の
上
に
、
ロ
シ
ア
共
毒
裳
は
猫
自
の
民
族
綱
領
を
定
立
し
た

と
い
5
。
つ
い
で
窯
の
民
族
綱
領
は
政
治
的
分
離
の
権
利
す
な
わ
ち
自
決
権
の

承
認
を
基
石
と
し
て
い
る
こ
と
、
し
か
も
レ
ー
ニ
ン
が
教
示
し
て
い
る
よ
う
に

「
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
は
分
離
を
自
己
目
的
的
な
も
の
と
し
て
は
提
起
せ
ず
、
あ

く
ま
で
も
暴
力
的
な
統
一
に
反
封
す
る
闘
争
の
手
段
と
考
え
、
あ
れ
こ
れ
の
民

族
の
分
離
問
題
の
解
決
に
た
い
し
て
辮
謹
法
的
な
態
度
を
、
抑
駆
民
族
の
肚
會

民
主
主
義
者
と
被
抑
駆
民
族
の
肚
會
民
主
主
義
者
に
た
い
し
（
異
つ
た
態
度
を

要
求
し
た
」
（
四
頁
）
と
、
す
な
わ
ち
自
決
権
の
承
認
は
イ
ソ
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
の
原
則
と
矛
盾
す
る
か
の
志
）
な
印
象
を
與
え
る
が
、
そ
の
實
、
難
の

民
族
綱
領
は
す
べ
て
一
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
達
、
成
の
た
め
の
、
乃
至
は



ま
た
革
命
に
お
い
て
同
盟
者
を
引
寄
せ
る
た
め
の
唯
一
の
手
段
」
（
四
頁
）
に
他

な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
ま
た
現
に
、
か
か
る
観
黙
か
ら
す
る
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ

の
實
践
を
通
し
て
ロ
シ
ア
人
民
は
は
じ
め
て
民
族
的
抑
墜
か
ら
解
放
さ
れ
、
こ

の
前
提
的
な
事
實
こ
そ
が
「
…
…
自
由
な
民
族
の
自
由
な
結
合
へ
と
い
う
大
ロ

　
　
ナ
ロ
　
ド

シ
ア
民
族
を
中
心
と
す
る
彊
力
な
統
一
蓮
動
を
生
み
だ
し
、
ソ
ヴ
エ
ト
國
家
の

主
槽
的
な
諸
民
族
澗
の
新
し
い
批
曾
王
義
的
な
關
係
の
髄
生
と
護
展
を
支
え

た
」
（
九
頁
）
と
、
著
者
は
見
る
。
そ
し
て
「
著
者
は
本
書
に
お
い
て
、
　
一
個

　
サ
ユ
ヨ
ズ
ス
ぜ
ロ
ガ
ペ
ダ
ル
ス
ホ
ロ

の
蓮
邦
國
家
内
部
の
種
々
の
諸
民
族
勤
笛
者
の
統
一
を
條
件
づ
け
た
諸
要
因

の
解
明
と
、
同
時
に
ま
た
諸
ソ
ヴ
エ
ト
肚
會
主
義
共
和
國
相
互
の
連
邦
制
的
な

關
係
の
護
生
と
そ
の
後
の
襲
展
過
程
の
提
示
を
志
し
て
い
る
」
（
九
頁
）
と
述
べ

て
、
こ
の
「
序
論
」
を
結
ん
で
い
る
。

　
第
印
章
　
諸
ソ
ヴ
エ
ト
共
和
國
の
統
一
を
條
件
づ
け
た
諸
要
因
　
か
く
題
し

た
第
一
章
で
、
著
者
は
、
二
月
革
命
後
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
族
主
義
蓮
動
の
本
質

と
諸
ソ
ヴ
エ
ト
政
灌
の
成
立
に
俘
つ
て
急
速
に
一
般
化
し
た
勤
螢
者
大
衆
の
諸

民
族
統
一
へ
の
運
動
に
ふ
れ
、
か
か
る
統
一
蓮
動
が
必
然
的
な
現
象
で
あ
つ
た

こ
と
を
そ
の
客
観
的
な
ら
び
に
主
観
的
な
諸
條
件
を
整
理
し
つ
つ
實
讃
す
る
。

す
な
わ
ち
著
者
に
よ
る
と
、
諸
民
族
の
統
一
を
客
襯
的
に
不
可
避
と
し
た
第
一

の
要
因
は
、
大
ロ
シ
ア
民
族
に
よ
つ
て
占
め
ら
れ
た
ロ
シ
ア
の
中
央
と
非
ロ
シ

ア
民
族
の
居
佳
す
る
地
方
と
の
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
た
輕
濟
的
紐
幣
を
前
提
と

し
た
、
革
命
後
の
地
方
の
中
央
に
た
い
す
る
軍
事
糎
濟
的
な
ら
び
に
國
民
脛
濟

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

的
な
依
存
、
す
な
わ
ち
纒
齊
的
な
條
件
で
あ
り
、
第
二
の
要
因
は
、
列
彊
の
反

ソ
ヴ
エ
ト
的
な
干
渉
に
た
い
す
る
自
衛
上
の
な
ら
び
に
外
交
上
の
統
一
を
要
求

す
る
に
至
つ
た
國
際
的
な
歌
況
で
あ
り
、
ま
た
第
三
の
要
因
は
、
イ
ソ
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
眞
髄
と
し
指
導
理
念
と
す
る
ソ
ヴ
エ
ト
灌
力
の
階
級
的
な
性

格
で
あ
る
と
い
う
。
「
し
か
し
脛
濟
的
な
ら
び
に
政
治
的
要
因
は
そ
れ
の
み
て

は
諸
共
和
國
の
統
一
を
も
た
ら
し
得
な
か
つ
た
。
主
観
的
な
諸
要
因
に
よ
る
客

観
的
な
諸
要
因
の
補
足
が
、
す
な
わ
ち
廣
範
な
人
民
大
衆
の
自
畳
的
な
統
一
蓮

動
を
組
織
す
る
こ
と
、
共
産
黛
に
よ
る
か
か
る
運
動
の
指
導
を
確
保
す
る
こ

と
、
ソ
ヴ
エ
ト
國
家
お
よ
び
民
族
政
策
途
行
の
た
め
の
專
門
機
關
、
す
な
わ
ち

民
族
間
題
人
民
委
員
會
の
集
中
的
な
活
動
を
翻
導
す
る
こ
と
が
不
可
敏
て
あ
つ

た
」
（
二
五
頁
）
と
し
て
、
著
者
は
統
一
蓮
動
を
促
進
し
張
化
さ
せ
て
い
つ
た
主

観
的
内
容
と
そ
の
現
實
化
の
過
程
を
、
し
た
が
つ
て
ま
た
抵
抗
の
所
在
を
読
明

し
敏
述
す
る
。

　
第
二
章
　
諸
ソ
ヴ
エ
ト
共
和
國
相
互
協
力
の
第
一
段
階
　
著
者
に
よ
る
と

「
主
権
的
な
諸
ソ
ヴ
エ
ト
共
和
國
間
の
連
邦
制
的
な
關
係
「
は
獲
展
的
に
理
解

さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
・
て
の
畿
展
の
第
一
段
階
は
大
一
〇
月
肚
會
主
義
革
命
途
行

の
時
期
と
一
致
す
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
「
そ
れ
は
、
一
九
一
七
年
て
ノ
月
か

ら
お
お
よ
そ
一
九
一
八
年
の
中
頃
に
至
る
ま
で
の
間
で
あ
り
、
ま
た
わ
が
國
人

民
の
相
互
協
力
に
つ
い
て
の
嚴
密
に
制
度
化
さ
れ
た
充
分
に
明
確
な
形
式
の
敏

如
に
よ
つ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
」
（
三
四
頁
）
と
把
握
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
　
　
　
（
四
四
三
）



　
　
　
　
紹
介
と
批
評

は
ま
ず
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
の
蓮
邦
制
的
な
立
場
へ
の
移
行
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お

け
る
政
情
の
推
移
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ロ
シ
ア
間
に
お
け
る
蓮
邦
制
的
な
關
係
の

成
立
過
程
を
述
べ
、
つ
い
で
フ
ィ
ソ
ラ
ン
ド
お
よ
び
ポ
ー
ラ
ソ
ド
の
濁
立
、
白

ロ
シ
ア
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
エ
ス
ト
ニ
ヤ
、
ザ
カ
フ
カ
ー
ズ
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ

ン
な
ど
と
・
シ
ア
と
の
關
係
を
具
騰
的
に
あ
と
づ
け
た
後
に
「
…
…
ソ
ヴ
エ
ト

國
家
の
歴
史
上
の
こ
の
第
一
段
階
に
お
い
て
、
大
β
シ
ア
民
族
を
中
心
と
す
る

わ
が
國
人
民
の
統
一
還
動
、
す
な
わ
ち
ボ
ル
シ
ェ
ヴ
イ
キ
窯
に
よ
つ
て
指
導
さ

れ
た
統
一
蓮
動
が
す
で
に
は
じ
ま
つ
た
。
革
命
の
火
に
よ
り
決
定
的
に
破
滅
さ

せ
ら
れ
た
時
代
遅
れ
の
、
帝
國
主
義
的
な
、
暴
力
的
な
ロ
シ
ア
統
一
は
、
新
し

い
、
肚
會
主
義
國
家
と
肚
會
主
義
民
族
に
固
有
の
、
人
民
の
友
情
と
兄
弟
的
關

係
に
基
礎
を
お
く
自
襲
的
な
統
一
に
と
つ
て
か
わ
り
は
じ
め
た
」
（
五
四
頁
）
黙

を
強
調
し
て
、
護
展
の
第
二
段
階
へ
と
考
察
を
進
め
る
。

　
第
三
章
　
列
張
の
武
力
干
渉
と
内
職
の
時
代
に
お
け
る
諸
ソ
ヴ
エ
ト
共
和
國

の
電
事
的
結
合
　
諸
共
和
國
相
互
の
關
係
の
獲
展
過
程
を
規
定
す
る
第
二
の
段

　
　
　
　
　
　
　
り

階
は
列
強
の
武
力
干
渉
と
内
戦
の
時
代
に
あ
た
り
、
こ
の
時
期
の
關
係
は
國
際

的
な
ら
び
に
國
内
的
な
敵
か
ら
の
防
衛
と
い
う
目
的
・
軍
事
的
な
意
圖
に
よ
つ

て
特
徴
づ
け
ら
れ
得
る
こ
と
、
別
言
す
る
と
一
九
一
八
年
の
中
頃
か
ら
一
九
二

〇
年
末
に
至
る
ま
で
の
獲
展
段
階
が
設
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
、
著
者

は
、
こ
の
第
三
章
に
お
い
て
實
謹
的
に
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
、
從

來
の
研
究
者
た
と
え
ば
C
・
ヤ
ク
ボ
ー
フ
ス
カ
ヤ
、
B
．
ア
フ
ヨ
ー
レ
フ
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
O
　
　
　
（
四
四
四
）

は
い
ず
れ
も
軍
事
的
結
合
段
階
の
歴
史
的
な
境
位
乃
至
は
時
間
的
な
位
置
を
正

L
く
把
握
し
て
い
な
い
と
、
ま
た
そ
れ
は
、
彼
等
が
干
渉
と
内
戦
の
時
代
に
お

け
る
諸
共
和
國
間
の
關
係
が
法
制
的
な
親
角
か
ら
の
み
で
は
的
確
に
理
解
し
つ

く
せ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
と
批
判
す
る
と
と
も

に
、
問
題
の
正
し
い
理
解
は
な
に
よ
り
も
ま
ず
諸
共
和
國
相
互
の
關
係
を
規
定

し
て
い
る
諸
事
實
の
網
和
の
究
明
を
献
い
て
あ
り
得
な
い
こ
と
を
彊
調
し
、
「
…

…
内
戦
の
絡
つ
た
時
期
に
諸
ソ
ヴ
エ
ト
共
和
國
の
軍
事
的
結
合
は
そ
の
最
高

の
、
最
終
の
段
階
に
突
入
し
て
い
る
。
諸
ソ
ヴ
エ
ト
共
和
國
の
統
一
蓮
動
の
つ

ぎ
の
新
し
い
段
階
、
す
な
わ
ち
軍
事
・
纒
濟
的
な
結
合
へ
の
軍
事
的
統
一
膿
の

成
長
を
約
束
し
た
外
交
上
の
な
ら
び
に
輕
濟
上
の
結
合
を
促
進
す
る
諸
要
素
が

ま
す
ま
す
護
達
し
て
い
る
」
（
一
〇
八
頁
）
こ
と
を
解
明
し
て
い
る
。

　
第
四
章
　
諸
ソ
ヴ
エ
ト
共
和
國
の
軍
事
・
輕
濟
的
結
合
　
コ
九
二
〇
年
末

に
か
け
て
赤
軍
は
ロ
シ
ア
の
領
有
す
る
東
敏
地
域
の
干
渉
軍
と
白
衛
軍
を
壊
滅

L
終
え
た
。
一
九
二
一
年
の
初
頭
に
は
ザ
カ
フ
カ
ー
ズ
の
解
放
が
完
了
し
た
。

一
九
一
二
年
か
ら
一
九
二
二
年
の
間
に
お
い
て
は
職
闘
は
す
で
に
極
東
地
域
に

移
つ
た
。
か
く
し
て
わ
が
國
土
の
主
要
地
域
に
お
い
て
は
李
和
建
設
の
た
め

の
、
國
民
経
濟
復
興
の
た
め
の
、
將
來
の
そ
し
て
よ
り
迅
速
な
肚
會
主
義
化
蓮

動
の
た
め
の
可
能
性
が
作
り
出
さ
れ
た
」
（
一
二
一
頁
）
と
観
察
す
る
著
者
は
、

一
九
二
一
年
初
頭
か
ら
一
九
二
二
年
末
に
至
る
ま
で
の
間
に
、
別
言
す
る
と

「
先
に
述
べ
た
よ
う
な
歌
況
の
下
に
お
い
て
ソ
ヴ
エ
ト
人
民
の
友
好
的
な
關
係



の
よ
り
以
上
の
強
化
が
な
さ
れ
、
主
灌
的
な
諸
ソ
ヴ
エ
ト
共
和
國
問
の
連
邦
制

的
關
係
が
成
長
し
て
い
る
。
諸
ソ
ヴ
エ
ト
共
和
國
間
の
軍
事
的
結
合
は
軍
事
・

経
濟
的
結
合
へ
と
進
化
し
て
い
る
」
（
二
二
頁
）
と
噺
定
し
、
「
す
で
に
一
九

一
七
年
の
末
に
形
づ
く
ら
れ
は
じ
め
、
内
戦
の
砲
火
の
な
か
で
獲
達
」
ま
た
堅

牢
と
な
り
、
職
後
の
國
民
纒
濟
復
興
の
時
代
に
お
い
て
播
げ
ら
れ
し
か
も
深
め

ら
れ
た
諸
共
和
國
相
互
の
結
合
形
式
は
、
わ
が
國
の
そ
の
後
の
肚
會
主
義
建
設

の
た
め
の
諸
要
求
に
最
早
懸
じ
得
な
く
な
つ
た
。
當
面
の
課
題
と
し
て
諸
ソ
ヴ

エ
ト
共
和
國
間
の
關
係
の
本
質
的
な
攣
更
と
い
う
問
題
が
、
箪
一
的
結
合
艦
と

し
て
の
ソ
ヴ
エ
ト
國
家
、
す
な
わ
ち
ソ
ヴ
エ
ト
祉
會
主
義
共
和
國
連
邦
の
創
造

と
い
う
問
題
が
提
起
さ
れ
た
」
（
一
三
三
頁
）
の
で
あ
る
と
い
う
結
論
を
提
示
し

て
い
る
。

　
結
論
　
「
今
口
、
ソ
連
邦
形
成
以
前
の
主
灌
的
な
諸
ソ
ヴ
エ
ト
共
和
國
間
の

關
係
に
つ
い
て
の
法
的
性
格
に
關
す
る
誤
つ
た
見
解
が
、
ソ
ヴ
エ
ト
の
歴
史
お

、
よ
び
法
制
史
の
諸
著
作
の
う
ち
に
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
著
者
た
ち
は
諸

共
和
國
間
の
關
係
は
國
際
法
的
な
性
格
を
有
し
て
い
た
と
い
う
考
え
方
に
か
た

む
い
て
い
る
」
（
二
一
西
頁
）
。
た
と
え
ば
諸
共
和
國
間
の
關
係
の
第
二
の
護
展

段
階
の
特
徴
と
し
て
規
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
「
軍
事
的
結
合
」
を
、
「
防
衛
的

結
合
」
ま
た
は
通
常
の
軍
事
同
盟
乃
至
は
軍
事
ブ
ロ
ッ
ク
と
、
あ
る
い
は
「
濁

自
の
連
合
」
と
規
定
す
る
N
・
チ
ガ
ー
リ
ョ
フ
、
E
・
ぺ
ー
シ
キ
ナ
、
H
・
パ

リ
エ
ソ
コ
な
ど
は
い
ず
れ
も
事
實
の
充
分
な
認
識
を
敏
い
た
謬
見
で
あ
る
と
。

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

か
く
批
判
す
る
著
者
チ
ス
チ
ヤ
ー
コ
フ
は
、
ソ
蓮
邦
形
成
以
前
の
諸
ソ
ヴ
エ
ト

共
和
國
相
互
の
結
合
形
態
が
國
際
法
的
な
概
念
に
よ
つ
て
で
は
な
く
國
内
法
的

な
概
念
に
よ
つ
て
、
す
な
わ
ち
蓮
邦
制
と
し
て
把
握
さ
れ
る
べ
ぎ
こ
と
を
、
統

一
的
な
行
政
機
關
な
ど
の
存
在
あ
る
い
は
ま
た
軍
備
・
生
産
・
財
政
な
ど
の
統

一
性
の
存
在
を
通
し
て
立
誼
す
る
と
と
も
に
、
か
か
る
連
邦
制
が
あ
く
ま
で
も

ソ
ヴ
エ
ト
的
蓮
邦
制
て
あ
る
こ
と
を
、
そ
の
特
質
を
指
摘
し
つ
つ
彊
調
し
て
こ

の
「
結
論
」
を
閉
じ
て
い
る
。

　
以
上
で
本
書
の
概
要
を
述
べ
て
み
た
が
、
こ
こ
で
、
一
、
二
の
気
付
い
た
黙

を
指
摘
し
て
本
書
の
紹
介
を
終
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。
ま
ず
著
者
が
、
本
質
的

に
は
レ
ー
ニ
ソ
・
ス
タ
ー
リ
ン
の
教
示
に
依
櫨
し
つ
つ
も
、
ソ
蓮
邦
形
成
以
前

の
諸
ソ
ヴ
エ
ト
共
和
國
間
の
關
係
は
國
際
法
的
な
概
念
に
よ
つ
て
は
律
し
得
な

い
と
、
い
わ
ば
國
内
法
的
な
概
念
す
な
わ
ち
連
邦
制
的
關
係
と
し
て
規
定
せ
ね

ば
な
ら
な
い
と
い
う
自
読
の
展
開
に
際
し
て
、
實
謹
性
を
奪
重
し
た
こ
と
は
、

研
究
態
度
と
し
て
は
む
し
ろ
當
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
一
鷹
注
目
さ
れ
な
け
れ

ば
な
る
ま
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
著
者
の
強
調
す
る
實
護
性
の
酸
置
は
、

著
者
に
た
い
し
て
必
ず
し
も
す
ぐ
れ
た
成
果
を
保
誇
し
な
か
つ
た
よ
う
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
個
々
の
事
實
の
把
握
あ
る
い
は
艘
述
の
内
容
に
つ
い
て
の
疑
問

は
お
く
と
し
て
も
、
本
書
の
陳
述
、
著
者
の
意
欲
的
に
提
示
す
る
結
論
が
張
い

読
得
力
を
も
つ
て
迫
つ
て
來
な
い
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
要
す
る
に
諸
ソ
ヴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
　
　
　
（
四
四
五
）



　
　
　
　
紹
介
と
批
詐

エ
ト
共
和
國
間
の
實
態
的
な
關
係
と
綱
領
的
な
關
係
と
が
、
あ
る
い
は
諸
共
和

國
結
合
の
目
的
・
意
圖
と
結
合
の
形
式
・
態
様
と
が
峻
別
さ
れ
て
な
い
こ
と
、

そ
し
て
こ
の
爾
者
が
戯
述
の
李
面
的
な
論
理
の
一
貫
性
保
持
の
た
め
に
適
宜
に

混
同
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
著
者
の
間
題
意
識
あ
る
い
は
そ
の
背
後
に
ひ
そ

む
何
物
か
に
つ
い
て
の
一
つ
の
疑
問
が
生
ず
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き

た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
澤
精
次
郎
）

八
二

（
四
四
六
）


